


















































っていただくという観点でいえば、先生も出ていらっしゃる別の場面でもお話させていた

だいておりますけれども、やはり、企業がもっと高専さんとか大学さんに入り込んで、学

生さんにとって会社はこういう所なんだよというのを理解していただく。かつ、働くこと

はこういうことなんだよ、こういう楽しみもあるんだよというのは、よくよく理解してい

ただけるように、我々も工夫していきたいと思いますし、もちろん、多少なりともお金は

ありますので、直接のお金なのか、働きかけなのかといったところではご協力差し上げた

いと思っております。 

 

（原田校長） 

１点付け加えると、クロスアポイントがＯＫになるのは次の４月からでしたか。 

 

（高浜事務部長） 

４月１日です。 

 

（原田校長） 

そうですね。高専機構で、クロスアポイントメントで、企業の方々に我々の先生という

立場でいろいろ活動していただくというのがスタートするので、それは申請ベースなので

すけれども、そういうことも含めて活性化していければと思っています。 

 

（松永議長） 

その辺は、尾家先生がだいぶ経験されているので、尾家先生が実例をご紹介できると思

います。 

 

（尾家委員） 

今、クロスアポイントメントをやっています。また、何か。 

 

（原田校長） 

そうですね。 

 

（尾家委員） 

大変幅広く活動なさって、また精力的な計画を立てようとなさっていらっしゃるなとい

うふうに感じました。ただ、「新産業を牽引する人材育成」という大きな看板の中で、御校

が特色を出されていく中の１つが「起業マインド」で、もう１つは「国際化」という話の

ようですけれども、御校の中で新産業を牽引する人材として、そこが大きな部分なのかと

いう点でいうと、どういうご認識でしょうか。 

 

（原田校長） 

私としては、もちろん増えてくれるのはいいのですけれども、大部分のところは、今進

んでいる IOT とか AI とかを組み合わせながら、今までのこの北九州地区のそういう中小も

含めた製造業の活性化に資するところは、もうベースとしてあるのだろうと。その中の何
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割かで、毎年何社がというくらいの起業できるような学生をというような、取りあえずは

そういう感じです。 

 

（尾家委員） 

本学も、なかなか起業する学生さんというのは、毎年１～２名程度です。ただ、コンス

タントに出てはいるのですが、そのための全体の教育のリソースをつぎ込むというよりは、

本当に外部のいろいろな組織さんと協力しながらやらせていたただいているのです。した

がって、大きな看板にはなかなかなりづらいのです。ただ、起業家マインド、チャレンジ

精神を持つというお話ですと、非常にそれはまた別に分かりやすいのですが、解釈の違い

で、やはり外から見ると違ったように見えるかなと思っています。一方では、第４次産業

革命辺りで、先ほどのように、これまでエンジニアだった人が、知識・スキルだけではな

くて、最終的には判断力とかマネージの能力が期待されているのも事実ですので、そうい

ったものも加味しながら育てていかれるというのは大変大事なことだと思います。 

したがいまして、なさっていらっしゃることは非常に理解できましたけれども、「起業

家マインド」という言葉がうまく……企業の方の理解が進めばいいのですけれども、例え

ば私どももそういう言い方をしました時に、「では、どれくらい新しい企業をつくるの」と

言われて、「そうではなくてマインドです」というふうな話で、そこはいちいち説明しなく

てはいけなくて、何かもっといい名称はないかなと思います。 

むしろ、皆さんのほうがお知恵があるかなと思います。 

 

（松永議長） 

なかなか難しいところですね。アントレプレナーシップと言っていても、日本の人たち

はほとんどアントレプレナーシップと言うと即ベンチャーになってしまうし、言葉の使い

方一つで、なかなか難しいなという気がします。 

 

（尾家委員） 

そういう素養が必要なのは、本当にそうだと思います。 

 

（松永議長） 

他に、何かございませんでしょうか。 

あまりご意見が出ていませんが、もう１つ国際化の問題があるのですけれども、これに

関して何か委員の方からコメント等、ご意見ございますでしょうか。 

 

（尾家委員） 

私どももこの国際化に注力しておりまして、今、学生の１割くらいは毎年海外に行って

おります。国立大学協会の中での統計情報を見ましてもそんなに出ているわけではなくて、

一昨年で、大体５番目の高さになりまして、工学系はあまり行かないということですので、

非常に活発な活動は特徴になられるのではないかと思います。いろいろな統計情報が高専

さんの中でも出てこられると思いますので、活動状況はそういうのを参考にされるといい

のかなと思いました。 
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あと、最終的にこういう国際化によって、どういう資質を身に着けようとされていらっ

しゃるのか、そういったことに関しては、どういうふうに理解すればよろしいでしょうか。 

 

（白濱教授） 

今年度４月に、“KOSEN4.0”イニシアティブに申請書を書くにあたって、学内で何度か

ミーティングをしたのですけれども、その時に原田校長のほうから、これはグローバル人

材育成なので、まず具体的な目標としては、国際的な場で議論ができるエンジニアを育て

ることが重要だろうと。例えば英語の文法だとか、発音だとか、それももちろん重要です

けれども、自分が提案したい技術ですとか、相手が主張している技術とか、これからドメ

スティックな場だけではなくインターナショナルな場で、例えば技術仕様を決めたりとか、

お互いの要件を擦り合わせて新しいものを提案するというのも求められるのが、これから

の高専生に必要だと思います。 

では、そのような人材をどのように育てていくかというと、やはり学生時代に、何かそ

のような場を我々が与えてやることが重要だと考えました。これは、もしかしたら起業家

マインドとも重なると思うのですけれども、アイデアソン・ハッカソンという我々の場で

は、香港、シンガポール、インドネシア、タイとか、必ず複数の国の混成チームを作って、

ディスカッションをさせながら我々の提示したテーマに対して、アイデアなりプロトタイ

プを作成して、プレゼンしてということをやっております。 

回答になったかは分かりませんが、このようなことを実践しております。 

 

（松永議長） 

この海外派遣の時に、高専機構そのものも派遣の枠を持っていますよね。多分、それだ

けでは小さいので、やはり独自で送っておられるのが圧倒的に多いわけでしょうか。 

 

（安信教授） 

先生方によっては、JASSO とかさくらサイエンスとかでやられている先生と、外部から、

機構からもありますけれども、個別のプログラムで受け入れとか送り込みされている先生

は、そういう公的な資金を取ってされるケースが多分多いと思います。 

 

（松嶋校長補佐） 

あとは、留学、ザジャパン等のプログラムで、本校からも３～４名、もう既に排出して

おります。あとは、専攻科で、先ほどから長期インターンシップが話題になっております

けれども、専攻科１年生、いわゆる学部の３年生の後期に、丸ごと海外に行ってインター

ンシップができるような状況も整備しておりますので、そういった機会をこういう国際人

育成というところで活用することも、今後、検討したいと思っております。 

 

（松永議長） 

まだ時間がありますので、地域貢献に移らせていただいてよろしいですか。 

地域貢献という意味合いで、２つの意味合いがあるのですけれども、１つは、行政側か

らの見た時の地域貢献というのはどういうふうに取られるのかというのと、学生を送って
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おられる中学校のほうから見て、則松先生のほうから、まず、こういう学生がなかなか地

場に残らないということも現実としてあって、その辺、何かご意見等がございましたらお

願いしたいと思います。 

 

（則松校長・江口委員代理） 

北九州市内の義務教育のカテゴリになっています小中学生の様子から、少し人材育成的

な面でご報告等をさせていただこうと思います。 

まず、御校の先生方が、数多くの市内の中学校にお見えになっていただいているという

ことは、本当に感謝いたします。今、多くの中学校では高等学校の先生や高専の先生方に

お見えになっていただいて、保護者も含めて説明会、またデモ授業と言いますか、この学

校ではこういうことを学ぶんだよということを、実際、先生に来ていただいて、多くの中

学生が、特に中学２年生の時期に学ばせていただいているのですけれども、この効果は絶

大だと思っています。ペーパーや画像で紹介するよりも、実際に来ていただいたりとか、

実際に見せていただくことが、いかに効果的であるかということを実感しております。 

そういった意味合いから、先生にも来ていただいているのですけれども、特に御校を希

望している生徒たちの最近の動向ですが、27 年度から入試システムを変えられたというこ

とは、私個人的には、受験する生徒の幅が確実に広がったかなと実感しております。例え

ば、以前は数学や理科が得意な生徒が集まってくる学校というイメージだったのですが、

ただ、我々が入試の準備をしているときに、例えば、数学や理科はそうでもないけれども

英語力が極めて高い生徒、または技術家庭科の授業がとても器用にこなしている生徒、ま

た美術の教科がたけている生徒あたりが、強く進学を希望してまいります。でも、中学校

としてはストップはできないと。受けたいという生徒は、送り込んでいるつもりでござい

ます。実感として、特に女子生徒の受験者が増えたかなというのは、私個人は実感してお

りますし、そういう意味では、地域の人材、御校を目指す子どもたちの幅が広がったなと

いうふうには思っています。 

しかし、先ほどのご報告にありますように、卒業生がそんなにたくさん外に行っている

のかと。考え方によっては、またさらなる高みを目指したりとか、例えば地域に残ってい

ないのは海外に行っているのであれば、喜ばしいことではないかなと、実際に感じました。 

大分県の別府市に APU という大学がありますが、個人的なイメージでは、北九州市内に

工業高校と APU が合体したような、そういう学びの空間なのかなと思っていますし、多分 、

中学生の多くも、そういったイメージを持っているのだろうと思います。それが、受験の

幅の拡大に直結しているような気がしてなりません。 

また、企業さんのほうにも本当に感謝しているのは、多くの中学校がキャリア教育の一

環として、体験させていただいている事業はたくさんございます。それを受け入れていた

だいていることにも本当に感謝しておりますし、そういう体験が本当に自分の力で、自分

の特性を見極めて進路を選んでいるな、最近の子どもたちはすごいなと考えています。こ

ういう子どもたちがたくさん北九州に貢献してくれることが、一番好ましいことだろうな

と感じております。 

まとまりがない意見で申し訳ございませんが、いつも感謝しております。ありがとうご

ざいます。 
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（松永議長） 

かなり重要なキーワードだったと思うのですけれども、少し気になったのは、女子生徒

は、どのくらいの割合になっているのですか。 

 

（福澤副校長） 

今、25％を少し越えるくらいです。 

 

（則松校長・江口委員代理） 

昔と全然違うなと思いますね。 

 

（原田校長） 

あと、先ほどの話で、女子生徒の地元に就職する率は、高いのですよね。 

 

（福澤副校長） 

はい。女子のほうが就職する割合も高いです。 

 

（安部副校長） 

本校では、北九州市の方ともいろいろな連携をさせてもらっているのですけれども、や

はり、北九州市立大の学生さんが 25％残るというのは、例えば北九州市が県外からたくさ

ん入っていただいて残すのと、我々が 25％しか残らないというのは、市内の学生さんを集

めて 25％しか残らないと、同じ 25％でもかなり意味合いが変わっていて、やはり入ってく

る学生の出身地を考えれば、もっと増えたほうがいいと。学生の中には、地元に残りたい

けれども就職先が見つからないということを言うのですけれども、それは学生の情報不足。

やはりいろいろな会社を知らないので、もっと地元にこんないい会社があるということを

学生の側に伝えて、実際そこに行ってみて、非常に居心地がよかったとか、やりたいこと

がやれそうだといった、本当に学生を育てるための地域の全体が関わってくるようなシス

テムをうちの学校でもできればいいのかなと。大きな視点で言えば、日本全体が活性化す

ればいいのですけれども、本校は北九州市に立地する学校ですので、北九州市にあるリソ

ースを生かして、学生を育てていければとは考えております。 

 

（福澤副校長） 

先ほどのニーズとシーズの関係の話と、地元定着率とも絡むのですけれども、本校で課

題解決型のインターンシップを積極的に推し進めております。あと、専攻科の特別研究発

表会でも多くの企業の方に来ていただきまして、一番大きなものは、技術コンソーシアム

が立ち上がって、企業様の目がこちらに向いていただけているというのがあります。そう

いう課題解決型のインターンシップで本校の専攻科生、あと４年制については長期のイン

ターンシップで、実際に企業の現場で一緒に仕事をさせていただくことで、地元企業に対

する学生の視点というか、思いというか、すごいなという学生の気持ちも高まっていると

思います。またこれから、それがきっかけになって、また増えていくのではないかなと、

期待はしているところです。 
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また、ニーズ・シーズの話でいけば、その専攻科の長期課題解決型インターンシップで

は、企業の課題を取り上げて、特別研究教育指導教員の先生にそういったテーマにも携わ

っていただくので、そこから共同研究がスタートするという面もありますので、これから

また広がっていくのではないかと思っております。 

 

（松尾委員） 

先ほど、女子学生さん 25％すごいなと思います。うちは、13％なので、教えていただか

なければいけない。 

それはそれとしまして、技術コンソーシアムがたくさんの企業さんが入っていらっしゃ

って、これだけ集められたのは大変なご努力だったと想像しています。このコンソーシア

ムの会員様との活動というのですか、主なものに関してはどのように理解すればよろしい

でしょうか。例えばイベントが幾つかあると思うのですけれども、学生の関わり方ですと

か、先生の関わり方ですとか、何かこのコンソーシアムとの連携活動について、教えてい

ただけますか。 

 

（浜松副校長） 

１年目なので、いろいろなつながりをどうつけたらいいかなということで、試行錯誤的

に資料にあるようなイベントをやってみたというのは今年度なのですけれども、120 ペー

ジの会員の方の紹介イベント、121 ページの専攻科生の公開研究発表会ということで、学

生には関わってもらっています。 

120 ページのほうは、特にこれから就職とか進路を考えていかなくてはいけない学生を

呼び出して、ここに書いてあります、３年生、４年生、５年生、特に４年生は必ず来なさ

いという形で誘っております。土曜日に実施して、そこの写真にあるみたいに、学生が企

業の方の技術を一生懸命聞いているという形でございます。当然、教員も参加しておりま

すので、そこでどういった技術を持っている企業さんが来ていただいているということも

教員も勉強させてもらって、それをまた持ち帰ることによって、学生へのいろいろなキャ

リア指導ができるということで、こういうイベントをやらせてもらいました。 

121 ページのほうは、学生さんが発表するということで、発表を聞きに来ていただくと

いうことですけれども、専攻科生が発表するというテーマはうちの教員がやっているテー

マでもありますので、学生の発表ですけれども、実は教員のやっている研究内容を企業さ

んに知っていただく機会になるということです。もともとこれは、ずっと以前からやって

いましたけれども形だけで、なかなか企業さんに来ていただけなかったということがあっ

て、そこをコンソーシアムという組織を作って積極的にお誘いしたところ、去年と今年、

２回、その機会を得たのですけれども、かなりの企業さんに来ていただいて、そこから、

共同研究等に発展するという可能性も生まれてきていますので、非常に良かったと。 

昨日、FAIS さんの生産性向上推進委員会があって、そこに出ていましたけれども、敷居

を低くしていろいろな交流をしていきましょうということだったので、また来年度も、さ

らにもっといろいろ企画をして、そういうことができればいいかなと考えております。 
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（松尾委員） 

うまく活用すると、大変貴重な資源というのですか、リソースになるような印象を受け

ました。今後の活動も楽しみにしています。 

 

（原田校長） 

ありがとうございます。今年の特別研究に、阪委員に来ていただいていて、そのあとい

ろいろな提案を頂いて、研究所の話も我々で少し一緒になって協同でやれる部分。それか

ら、もう１つ非常に重要な話があって、いわゆるリカレント教育のような講座的なものも

少し考えていただければという話があった時に、これ、先ほどの推進会議のところでも話

をしたのだけれども、やはり中小企業で、今まで身に付けていた技術力で 20 年、30 年が

過ごせるという時代ではなくなってきたのかなと思っています。それで、例えば今、先ほ

ど来あったような Industry4.0 であるとかを、中小企業の中堅どころの人が、「どうすれば

いいのか分からないよね」と言ったときに、何らかのそういうところに手助けをする。我々

が人材を派遣するのは、ぺーペーと言ったらあれですけれども、新入社員からという形に

なるのだけれども、中堅どころでばりばり引っ張っていけるような層のレベルというか、

そういう年代層のところのリカレント教育のようなものが必要なのかもしれない。技術の

革新がすごくスピードアップしているときに、そういうふうに少しきっかけを頂いたよう

な気がします。 

そういうことも含めて、先ほど少し話しましたけれども、去年の７月にスタートしたの

で、いろいろな試行錯誤しながらですけれども、そちらのほうのコンソーシアムの会合で

もそうですし、こういう場でもそうなので、いろいろなところでこういうことをしてみた

らというのを、どんどんチャレンジしていければと思っています。ありがとうございます。 

 

（松永議長） 

他に。北九州市から、何かありませんか。 

 

（山下新産業振興課長・富高委員代理） 

いつも北九州市、産業政策上の大事な課題として、生産年齢人口の減少、それから人手

不足というものがあると考えております。いろいろな企業さんに共通する課題として、優

秀な人材をいかに確保するかというところが、今の、本当に喫緊の課題でございまして、

地元企業、いろいろな企業がある中で、独自の技術を持っていたりとか、あるいはきらり

と光るとんがった企業さんとかがたくさんあると思っているのですけれども、ただ、高専

の方もそうかもしれませんし、学生さんもそうかもしれませんけれど、地元の企業の情報

が不足していて、結果として地域の外の人材が流出しているのではないかという問題意識

を持ってございます。 

そういった中で、今日、冒頭ご説明もありました産業人材育成フォーラムは、数年前に、

産学官で一体となって設立したものでございまして、メーン事業はインターンシップとな

ってございますけれども、こういった取組も通じて、地元の学生さん、生徒さんを地元に

定着させていくということと併せて、それがまた、ひいては地元の企業さんの技術の高度

化にもつながるということで、相乗効果が出るのではないかということで、高専さんも、
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今、KPEC さんの取組に一緒に入っていただいておりますし、市のほうも負担金を出して一

緒にやらせていただいているのですけれども、引き続きこういった形で、地元企業と御校

なり他の学校もそうですけれども、そういったところのは橋渡しというような役回りで、

引き続き一緒になって取り組んでいきたいなと思ってございます。以上でございます。 

 

（松永議長） 

ありがとうございます。他に、ご意見ございますか。 

では、同窓会のほうから、どういうご意見を頂けるかなと思います。 

 

（田代同窓会副会長・守塚委員代理） 

いろいろ多岐にわたったいろいろな話があるので、なかなかコメントも難しいのですけ

れども、私も就職の時に外に出て、Ｕターン組でこちらに帰ってきたということで、いろ

いろ出た話は、結構実感として聞けるなというところはあります。その中で、今の学校の

体系というか、いろいろなプログラムは、当然我々がいた 40 年くらい前の話からすると、

かなりいろいろな情報も学生として手に入れやすそうだし、非常にいいなと思って、その

辺は期待しております。 

私はある程度外でいろいろな経験積ませてもらって、40 歳」過ぎくらいから地元の会社

に今は入っているという状況ですので、どちらかというと、会社に育ててもらったという

よりは、その以前の会社及び自分自身でといったところが主かなと思っています。特に我々

の会社は中小企業なので、新入社員をいきなり入れて、一から育てるというところが、会

社としても非常に厳しい条件にあるというのも事実です。ですので、今は、インターンシ

ップのほうで、一応１人ずつですけれども、７年前から協力はさせていただいていまして、

それがいきなり入社していただけるというところにつながるとは思っていません。 

ただ、学生の方々に、こういう会社もあるんだよということを知ってもらうとか、そう

いったことで、できるだけ社会に出る前にいろいろな経験を積んでいただければありがた

ないと思うし、また、私と同じような感じで、20 年、30 年先に戻った来られたときに、う

ちの会社のことを少しでも覚えていてくれたらありがたいなとか、そういった感じの取組

をしているところですので、今後とも頑張っていただきたいとは思っております。 

 

（松永議長） 

ありがとうございます。どなたか、全体を通して、何かご意見ございましたら、お願い

したいと思います。 

 

（松嶋校長補佐） 

一つよろしいですか。先ほどから、技術コンソーシアムと専攻科とか、その話題に触れ

ていましたので、その背景とか経緯を少しこちらでご説明申し上げます。 

技術コンソーシアムが急に立ち上がるというのはなかなか難しい話ですので、平成 28

年度の中で、中核人材というものがありまして、そのプロジェクトに本校、応募をいたし

ました。その時の責任者が集って、その次の年度からスタートした専攻科の長期のインタ

ーンシップ、これは、最初は９名と人数が少なかったのですけれども、非常に人間関係の
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狭いところから始まりまして、これで原田校長をお迎えして、やはり地域にもっと貢献で

きる組織をということで、その９名のところから、今度はその年度の専攻科の特別研究発

表会、多くの企業の皆様にまずは知っていただこうと、我々がまずは大きく扉を開いてそ

こにご参集いただきました。 

それから機運が盛り上がってまいりまして、今度は、阪会長にお願いいたしまして、コ

ンソーシアムの開会。そして、今年度の長期インターンシップに対しては、25 名の専攻科

生の非常に倍増以上の参加者。そういった形で個々の先生方、また学校、個々の企業の皆

様との関係が深くなって、さらに今度は次のステージ。それで、先ほど市立大学の松尾先

生がおっしゃっていただいたような、アントレープレーナーとか、課題解決とか、その先

にあるもの、いわゆるプレーイングマネージャーというようなスタンスが、うちの学校と

して、まずは関われるところから関わっていくという、そういう我々のリソースをいろい

ろと使わせていただきながら、次の頂を目指していきたいと考えているところです。 

少し補足ながら、説明させていただきました。 

 

（松永議長） 

ありがとうございます。阪委員、名前が挙がりましたが、いかがですか。 

 

（阪委員） 

うちは、中小企業の中でも一番、これから技術的なことを高専さんと一緒にやっていこ

うかなというのがあります。私の場合は、また他に、稲盛和夫の勉強会に入っておりまし

て、中小企業の中の異業種で、会員の皆さんの話を聞くと、やはりすごく生徒が欲しいん

だと。生徒が欲しいから、講座に入っているという要望がほとんどなのです。それを、私

は、それは違うよと、やはり学生を育てるのが一番よと。学生は、学校内で教わることし

か知らないだろうけれども、我々起業家として学生を育てる。違う分野からいろいろなこ

とを教えてあげるというのが一番大事ではないかということを、今、会員の皆さんには伝

えながら話をしています。 

私は、稲盛塾で一番好きなのが、相手のことを思ってやれと。相手が良くなることは、

自分も良くなるよという利他の精神でやらなければいけないなと。私もおかげで、今、自

分のやっている中小企業のいろいろな 40 社くらいまとめて、毎月勉強会をやっていますが、

今 122 回続いているのです。これを、県も認めていただきまして、中小企業で異業種でこ

れだけ長く続くところはないと。何かあるはずだということですね。皆さんが本当に喜ん

で入っていただいて、喜んでいただいて、ああ、やっぱりこのコンソーシアムはいいねと。

なかなかいいやないかと。学生だけが目的だけではないよと。こういう考え方もあるよと

いうのを皆さんに分かっていただければありがたいかなと思って、これからいろいろなこ

とをやっていきたいなと思っております。 

私は学生が大好きなので、今、九大もそうですし、大学の学生を集めて、月に１回、学

生だけの交流会をやっているのです。まあ、飲み会ですけれども、これがまた意外と学生

の本音が聞けて楽しいのです。これで５回くらいやっているかな。そういう意見を聞きな

がらやっていけたらいいなと思います。ありがとうございました。 
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（松永議長） 

他に何かご意見ございませんか。 

 

（白濱教授） 

国際化のところで時間がなかったのと、資料がなかったので、ご説明していない点が１

点ありまして、北九州市からお見えになられているので、ここで言わないわけにはいかな

いなということで、現在、北九州市のほうで進められている人材を海外から呼ばれている

のに、人材活用支援事業というものがありまして、タイの PIM というという所であります

とか、韓国のほうで大邱とか釜山のほうからの人材を呼んでということをされておられる

のですけれども、北九州高専のほうでも、受け入れた学生を一部は技術的なことを協力し

たいという形でサポートを始めております。今年度、タイの PIM とは MOU を締結しました

ので、この場を借りてお礼を申し上げます。以上です。 

 

（松永議長） 

ありがとうございました。実は、北九州市も外国人の流入数は 1,000 人以上あって、現

在住んでいる人も１万数千人くらい住んでおられます。ところが、なかなかいろいろな難

しい問題があって、ほとんどが、実は専門学校レベルからお仕事されるので、なかなか高

度なところにいかないと。そういう意味では、高専とか大学とか、そういう所でうまく絡

むと、もう少しレベルアップした人たちを供給できるのではないかと思うのです。彼らは

ほとんど就職のために来ているので、多分、留学生の中にも就職したいと思っている学生

がいると思うのです。学研都市も二百数十名、毎年留学生が卒業していくのですけれども、

半分も日本で就職できないというか、しないのです。もう少し留学生をうまく活用できる

ような仕組みというのは、多分、高専さんも常時の留学生が何名かおられますよね。そう

いう人たちは、就職はどうなのですか。やはり日本で就職する人が多いのですか。 

 

（原田校長） 

ほとんど進学しています。 

 

（松永議長） 

高専だとそうなるかも分からないですね。 

 

（原田校長） 

今年は、広大と東工大、農工大。去年だったか、北大もいましたね。 

 

（松嶋校長補佐） 

九大は専攻科生です。 

 

（原田校長） 

うまくそこはマッチングできればいいと思います。 
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（松永議長） 

その辺が、情報が流れないので、ここが今、大きな課題かなという気がするのです。 

他に、何かご意見ございますでしょうか。 

 

（松尾委員） 

今、方向性としてのお話は、かなり積極的にいろいろやられているなと思うのですけれ

ども、教育の核となるカリキュラムの部分の中で、あまりそういう話が出てこなかったも

のですから、何か次の時期の中期目標設定期間の中で、こういうことはやっていかなけれ

ばいけないとか、そういったビジョンなどがもしあれば、お伺いできればと思うのです。 

 

（福澤副学長） 

これから検討していく必要があると思いますけれども、やはり、これまで出た話のよう

に、企業の技術者の方にもっと入っていただくということが必要だと思っております。 

あと、高等教育の無償化の話もありまして、実務経験を有する教員を一定数確保しなさ

いということもありますので、やはりそういう方向で、世の中に実体験に基づいて講義を

してという、そういうより実践的な教育をこれまで高専もやってきてはいるのですけれど

も、さらに推し進める必要があると思いますので、それは、やはり地元の企業の皆様の協

力が必要になってくると思います。 

ですので、本資料の一番最後のページに企業の方の授業とかありますけれども、そうい

った割合を、授業全部ではないですけれども、スポット的に講義いただくとかいう機会は、

これから増やしていかなくてはいけないとは思います。それが、最終的にはアントレプレ

ナーシップ醸成といったところにもつながっていくと考えております。 

 

（松嶋校長補佐） 

それに付け加えまして、先ほど、話題の中にありましたけれども、本校、平成 27 年に

大規模な、本質的な改組をやりました。私と内田先生が責任者で進めたのですけれども、

そのちょうど今回１期生が今度５年生になるのが、次の年度になります。それで、いわゆ

る PDCA のサイクルから言いますと、チェックのことをしっかりとやらなければいけない。

要は、こういった改組により生まれたメリットとデメリットをしっかり検証し、いわゆる

高専らしさというものを出して、そして、また、時代にマッチングしてきているのかどう

かしっかり見極めながら、今、問題点を洗い出して、新しいカリキュラム、そこの中で今

度は実務科教員という話も出ておりますので、いいところ取りではありませんけれども、

より北九州高専らしさを出していければなと考えているところです。 

 

（松尾委員） 

他に、何かご意見ございますでしょうか。 

 

（安部副学長） 

１つ、悩みをよろしいでしょうか。本校卒業した学生が、３年であったり５年であった

りして、不適応であるとか、ご家族のことで帰ってくるということがあります。その時に、
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いわゆるＵターン組になるとは思うのですけれども、Ｕターンをするときの情報入手先が、

ハローワークであったり。実際、新卒者に関しては、全く企業を知らないのでインターン

シップという制度があるのですけれども、仮に、Ｕターンの方がインターンのような形で

入るという、要は、どんな企業か全く分からないところでいきなり会社の経験があったと

しても違う文化にぼんと入っていくということには、うちの学校の卒業生から聞くと、「少

し抵抗があるから、それこそ体験、お試し入社ではないですけれども、そういった制度は

ないのでしょうか」と聞かれて、それは聞いたことがない。Ｕターンの方、転入者の方を

一時期雇うとか、そういう取組というのは、会社の中にあるのでしょうか。あまり聞いた

ことがないので、紹介しようにも紹介できなくて、やはり紙媒体であるとか、担当者との

話しくらいしかなくて、実際に踏み込んだ会社の雰囲気とか、人間関係とかまでは分から

ない状態で、社会人だからそれくらいできるだろうというふうに話はするのですけれども、

なかなかそこが難しいと言って、北九州市自体は子育てしやすい、物価指数も安い、非常

に住みやすいから戻ってきたいけれども、やはり就職とか待遇、会社に合うかどうか、そ

ういった不安があるということがネックになっている部分もありますので、何かそういっ

た解決策みたいなものがあると、学生にもここに相談に行きなさいとかしやすいのですが、

もしご存じのことがあったら、教えていただきたいなと思います。 

 

（松永議長） 

今、北九州市さんが、実はＵターンとかＩターンの情報をかなり提供しておられます。 

 

（山下新産業振興課長・富高委員代理） 

小倉にもそういった相談窓口をつくっておりますし、首都圏でも有楽町の東京事務所に、

Ｕ・Ｉターンの相談窓口もございます。そこは、窓口にいろいろな企業さんの情報を入手

して、実際にいろいろと検討していただくという段取りで、今、雇用政策課という所がや

っているのですけれども、そういう事業はあります。ただ、お試しというところで言うと、

「お試し居住」はあるのですけれども、働くということは、私もあまり。 

 

（安部副学長） 

やはり社会人とはいえ、同じようにいきなり入社を中途でぽんと行って、スキルが本当

に生かせるかどうかというところの、社会人だけれどもミスマッチが起きてしまうのでは

ないかという不安がどうしてもあるので、それを経験できるようなシステムがあると、よ

り帰ってきやすくなるのかなということを、学生と話をしていて思いました。 

 

（松永議長） 

東京事務所でもそういう企業の紹介イベントをやっておられるので、わざわざ戻って来

なくても東京でもできる形になっています。そういうのを高専の先生方にもそういう情報

が流れていると、多分そのときに、この時期にということはご紹介できるのではないかと

思うのです。 
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（筒井委員） 

企業サイドで言いますと、今のご質問といいますか、ご意見からすると、いわゆるＵタ

ーン、Ｉターン説明会みたいなところで、企業サイドもＰＲであったりご説明はしている

のですけれども、では、お試しということで企業サイドが受け入れることが今まであった

かというと、聞いたことがないですね。それを考える一つのきっかけが、今日のお話なの

かもしれないのです。 

 

（安部副学長） 

うちの卒業生の悩みが、今後は職場を選ばずに、流動的な人口とかが増えて、働き場所

にとらわれないいろいろな働き方ができるような状況で、北九州市というのは、客観的に

見ても住みやすいまちだと思いますので、では、北九州市にある企業に戻ってきて働くと

いったときに、ではどういう所が自分に合うのかというそういった開いた体験型みたいな

のがあると、卒業生としてはやりやすいと。新卒にはあるのになぜ中途にはないのかとい

うことは、学生から聞きました。 

 

（筒井委員） 

そうなったときに、今まだやめられていない会社の所属のまま、そういうインターンシ

ップみたいなのは、行けるかと思っても行きにくいと思うのです。 

 

（安部副学長） 

だから難しいのだろうとは思うのですけれども、先ほど田代委員がおっしゃっていたＵ

ターンで本当にやっていける方はいいと思うのですけれども、結構、学生の側がそういう

ところ臆病というか、不安が勝っているところがあったので、そういえばそうですねとい

う話はしました。 

 

（阪委員） 

うちは結構、そういうのを受け入れているのです。うちの会社の今のグループで、勉強

会の仲間で 40 社あるので、それぞれの条件を聞いて、それで今やって、大体 30 名くらい

そういうＵターン組を受け入れてやっています。いつでも言ってもらえたら。 

 

（安部副学長） 

それは情報はどこかに。勉強会に入ってですか。 

 

（阪委員） 

言っていただければ。結構やっていますね。逆に、企業のほうも３カ月くらい様子を見

るのはちょうどいいですから、お互いが気に入ったらいいと思います。結構、すごく優秀

な大学を出た方が北九州に帰りたいと。うちの場合は特に、Ｔ社って東芝さん、三菱とか

日立とかそんな方が、半導体の関係で、やはり 40 歳とか 50 歳で帰りたいと。そういうの

をうちは、今、引き受けさせていただいてしています。 
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（安部副学長） 

ミスマッチを防ぐことは、両者のためにいいとは思うのです。 

 

（阪委員） 

家族を残して出ている方が結構多いですから、そういう方には結構役立てているという

か、そういうことも実際やっています。 

 

（尾家委員） 

今は、転職関係の企業さん、たくさんございますね。本当に豊富な情報がそこにあると

思いますけれども、本学も事務職員の方の採用に関してそういった所も利用させていただ

いているのですが大変豊富です。ですから、今転職される方は、困られないような気がし

ますけれども、実際どうなんでしょうか。そこで直接お会いして、お話しして、たくさん

チャンスがあるのではないかと思うのです。 

 

（阪委員） 

結構多いです。 

 

（松尾委員） 

先ほども地元定着の話があったのですけれども、うちもやはり新卒で出るとき、やはり

東京とか関西とかに行きたいのです。それはもう防ぎようがなくて、それはそれでいいか

なと思うのです。やはり地元定着というのはトータルで見ないといけなくて、新卒だけの

問題ではなくて、今、結局３年間で 30％やめるとかいうのがありますけれども、いったん

向こうに行ってしまって戻ってきたい人は結構いるのです。だから、そこのＵターンとか

そういったことも含めて、地元にどれくらい定着するかということを考えたほうがいいと

思っていまして、その辺の仕組みも、何かうまく、今、企業さんからご提案がありました

けれども、そういったことがうまくできれば、かなり地元で働いてくれる人が増えるので

はないかと思うのです。 

 

（安信教授） 

実は、２年間進路指導をしていて、正直なところ卒業生の問い合わせが決して少なくは

ないのです。最初のうちは、本校の学生、やはりやりたいことで選びますので、場所とい

うよりかは、まず分野なり会社なりですけれども、ただやはりいろいろな家の事情とかで、

「先生、正直帰ってきたいんですけれど」という問い合わせは、決して少なくはないです。

べらぼうにあるわけではないですけれども。 

今おっしゃられたように、多分トータルで見れば、結局地元で働いている方というのは、

新卒の時は 10％でしょうけれど、帰ってきた段階、数年たてば、その数値は上がると思い

ます。一番問題なのは、そういう時の窓口なりシステムが正直整備されていないのが一番

大きいかなと。直近の卒業生であれば、まだ学校のほうに人脈があるので、その先生の所

のドアをたたくことができるのですけれども、これが 10 年とかなったときに、さて誰に、

学校側のドアをたたけばいいのかという不安。そこがやはり学校としても、今、安部先生
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の話をひっくり返せば、学校としてのシステム的なものをどう考えていくかという問題に

なるのではないかと思います。 

本当は、あまり大大的にやると、再就職を斡旋しているようになるのですけれども、別

に卒業生が相談できるような窓口というか、体制というものがある意味今から必要になっ

てくるのかなと。そこにコンソーシアムの方に入っていただいて、地元の企業とつないで、

いろいろな情報交換につなげると。恐らくそういうシステム的なものを構築していって、

もっと細かいニーズに対応できるような体制が。なかなかそれは正直なところ、口で言う

のは簡単で、多分、相当難しいことではないかと思うのです。ある意味、学校の中でキャ

リア支援室とか、いろいろセクションはありますけれども、どうしても新卒に対応になり

がちで、そこに同窓会とかのいろいろな組織が入っていく形になるのかなと思うのですけ

れども、ある意味、そういう方向に持っていきたいなと。 

逆に、大学も含めて、もしそういう事例というか、システム的なものがあれば、教えて

いただければと思うのです。多分、大学のほうでも、もっともっと学生さんが多いので大

変なのではないかと思うのです。今は、実際のところは、ほぼマンパワーのところでやっ

ている所が、実際として多いのではないかなと思います。 

 

（松永議長） 

現実として、そういう情報が共有できる場所はできていないのです。ただ、今の北九州

市さんがやっておられる動きからすると、ちょっとしたきっかけがあれば、高専とか大学

のそういうキャリア支援の場所と、Ｕターン、Ｉターンとかの就職支援をやっておられる

場所の情報共有をすることは、それほど難しくないと私は思っているのです。と言いなが

ら、数年間そういうツールはできていないのです。そういう意味で、もう少し工夫をする

とか、できればそういう少子化の状況になっているので、キャリア支援の方と市役所の人

たちが１回話し合いをする場をつくって、問題を持ち寄るような機会を考えていただけれ

ば、もう少し開けた状況でデータを共有できるのではないかという気がするのです。 

ただ、実は、けさも北九州市さんと話をしたのですけれども、やはり企業さんのほうも、

阪委員の所のように情報をオープンにされている所はいいのですけれども、決してそうで

はなしに、何と言うか、積極的に人を採りたいけれど、採るという状況を整えておられな

い企業さんもたくさんあって、すごく情報が不足している部分もあるのです。 

そういうところも企業さんのほう変えていただきたいなというのは、いろいろな所で、

今日は羽田野委員はおられないですけれども、例えば商工会議所とかにもそういう話をし

ていて、やはり受け入れる側も時代が変わっているので、きちんとした情報を流せる体制

はすごく重要なのに、なかなか北九州の企業さんは取り組んでおられない所が多くて、そ

れで人が集まらないとかおっしゃっていたりするので、そういうところも含めて一緒に変

えていくところかなという気がしているのです。 

 

（松尾委員） 

「COC＋」の構成さんも入っていただいて、ご存じのお話もあると思いますけれども、

今、キャリアサポーターというのもをやっておりまして、各企業さんの採用担当の若手の

方を含めて、いろいろ勉強会と言いますか、そういうことをやっているわけです。今、「採
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用力」というような言い方をしているみたいなのですけれども、やはり企業さんのほうも

採用する力を育ててもらえればいいかなと。そういった会がうまく発展的にいけば、中小

企業の方はなかなかそういうところに人材を割けない部分があるので、比較的大手の企業

さんが入っているのですけれども、それをもっと市の中に広げていけば、企業さんからの

アプローチが、松永議長が言われたように、少し弱いところがあるかなと。その点が、や

はり学生のほうがうまく食いついていけないというところがあるので、そこもお互いに考

えながらやっていく必要があるかなと思います。 

 

（松永議長） 

他に、何かご意見はございますか。そろそろ時間が、あと１つくらいのテーマしかでき

ないのですけれども、何かございますでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは、今日、皆様方からいろいろなご意見頂きましたし、意見交換もできて、課題

も幾つか見えてきたなということもありますので、今日、全てが解決するわけではないで

すけれども、今回のご意見を生かしていただいて意見を反映していただければと思います。 

拙い司会でいろいろあちこち飛びましたけれども、本当にご協力いただいて、ありがと

うございました。 

 

（総務課長） 

ご議論、ありがとうございました。 

それでは、閉会にあたりまして、原田校長から挨拶をお願いします。 

 

（原田校長） 

どうもありがとうございます。お忙しいところお集まりいただきまして、有意義なご意

見、あるいはコメント等を頂きまして、ありがとうございます。 

松永委員も言われたように、今すぐということではないのかもしれないですけれども、

我々が今から取りあえず５年間の中期目標に向けて、いわゆる戦術的な部分、戦略として

はおおよそこんなことで行こうかと考えていますけれども、それぞれ個別の戦術について

は修正しながら、いろいろなご意見取り入れながらということだと思います。 

本日は、どうもお忙しいところ、いろいろご意見頂きまして、ありがとうございました。

今後ともよろしくご協力頂ければと思います。 

 

（総務課長） 

以上をもちまして、平成 30 年度運営協議会を終了させていただきます。ありがとうご

ざいました。 
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2020.1.10. 
 

平成 30 年度北九州高専運営協議会での協議内容の要点整理 
 
○日 時  平成 31 年 2 月 28 日(木)13 時 00 分 ～ 14 時 55 分 
○場 所  北九州工業高等専門学校管理棟 2 階会議室 
○テーマ  次期中期計画に向けた取り組み～北九州高専の強みを伸ばす～ 

1.人財育成 
･起業家マインドの醸成 
･国際化とグローバル人財育成  

2.地域貢献 
･地域への人財定着  
･地域産業の活性化  

課題解決型インターンシップ 
技術コンソーシアム   

○学外からの協議会委員(敬称略、五十音順) 
江口  満  北九州市立中学校会会長(石峯中学校校長) 
尾家 祐二  国立大学法人 九州工業大学長 
阪  和彦  アスカコーポレーション(株)代表取締役社長 
筒井 幸雄  ㈱安川電機 技術開発本部 理事 開発研究所長 
富高 紳夫  北九州市産業経済局企業立地･食ブランド推進担当理事  
羽田野隆士  北九州商工会議所 専務理事 
松尾太加志  公立大学法人 北九州市立大学長 
松永 守央  公益財団法人 北九州産業学術推進機構 理事長 
守塚  勝  北九州工業高等専門学校同窓会会長、本運営協議会の議長 

 
★「平成 30 年度北九州高専運営協議会議事録(録音起こし全文)」をもとに、委員から出された意

見･指摘事項および協議のやり取りを以下の項目に分け、要点を整理した。 
 
 
1.北九州高専の人財育成の取り組みについて 
(1)起業家マインドの醸成 

①【阪委員】中小企業の立場としては、起業家マインドの醸成は是非やってもらいたいことで

ある。 
②【松尾委員】北九州市立大学国際環境工学部でも経営的な視点を取り入れた人財育成は必要

と考えている。北九州市立大学にはビジネススクールがあるので、連携できれば北九州市立

大学でも可能と考えている。北九州高専では、そういう人材(ビジネススクールに関わる教員)
は得難く、難しい面があると思うが、どうか。 
→【滝本准教授】まずは専攻科生向けに、この取り組みを講義形式でできるようなものを整

備したいと考えている。本校では、経営などについて教えてくれる方がシステムとして用

意されてないので、外部から非常勤講師として任用したい。現在、来年度に向けて、講義、

あるいはカリキュラムを整備しようと取り組んでいる。 
③【松永議長】ビジネススクールには、社会人学生がおり、その中に地場の経営者もいるので、

そういう方と高専の学生が一緒に話し合うとかは、可能と思う。 
→【原田校長】経理的なこと、法律的なことを教えられる教員を、本校が自前で確保するの

は(システム的に)難しいと考えている。ならば、北九州市立大学やその他の機関とも連携

できれば、非常に良いものができると思う。是非、相談させていただきたい。 
④【筒井委員】企業側の視点で言うと、イノベーションを実際に実践して、かつ起業を目指す

には、経営学的なことに加え、ニーズとシーズのマッチングという視点が必要と考えられる。

その辺りについての工夫はおありか。 
→【原田校長】現在、技術コンソーシアムで、会員企業と学生の交流会を実施している。そ

の中で、学生が、この企業でこんなことをやりたいと思えるような企業紹介を実現できた

ら良いと思う。九州工学教育協会で議論されていることでもあるが、小グループで企業技

術者と色々ディスカッションできる企業見学会のようなものとか、あるいは、本校から企

業にお願いしているのは、単に企業紹介だけでなく、あなた(学生)が来てくれたら、こう
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いうプロジェクトを一緒にやりたいとか、こういう課題解決の力になって欲しいというよ

うな部分を見せていただけると、学生のモチベーションが高まると思う。 
→【安部副校長】従来の高専では、実践的技術者、エンジニアというプレーヤーに近い人材

育成だったが、最近は、経営学などのマネージャーの視点も要求されており、実際に卒業

生たちが海外の工場のマネージャーなどを任されるようになっている。そのため、プレー

イングマネージャー的な観点を取り入れたカリキュラムが必要と思うが、どういうカリキ

ュラムにすべきかがわからない。北九州市立大の先生に教えを乞いながら、企業の視点や、

現場の分かるマネージャー、いわゆるプレーイングマネージャーについて、本校学生に少

しずつ教えていかないといけないと思う。マネージャーの仕事は心が折れるという話を卒

業生から聞くこともあるので、カリキュラムの改善は必要と思う。 
⑤【松永議長】高専教員数は有限であり、一方で高専生が欲しい企業はたくさんある。そうい

う企業や金融機関の方々ならボランティアで講義をしてもらえるのではないか。 
【筒井委員】企業がもっと高専･大学に入っていき、学生に企業とは何か、働くとは何か、楽

しさは何かなどを理解してもらえるよう、企業側も工夫･協力していきたい。 
→【原田校長】平成 31 年 4 月 1 日からクロスアポイントメントが利用できるようになるの

で、利活用していきたい。 
⑥【尾家委員】九州工業大学でも、起業する学生は、毎年 1~2 名程度である。そのために全体

の教育のリソースをつぎ込むというよりは、 いろいろな外部組織と協力しながら実施してい

る。従って、大きな看板にはなかなかなりづらい。ただ、起業家マインド、チャレンジ精神

を持つという話だと、非常にそれはまた別に分かりやすいが、解釈の違いで、やはり外から

見ると違ったように見えるかなと思う。「起業家マインド」という言葉について、うまく企業

に伝われば良いが、例えば我々もそういう言い方をした時に、「では、どれくらい新しい企業

をつくるの」と言われて、「そうではなくてマインドです」というふうな話で、そこはいちい

ち説明しなくてはいけなくて、何かもっといい名称はないかなと思う。 
 

(2)国際化とグローバル人財育成 
①【尾家委員】国立大学協会の統計情報によれば、九州工業大学の学生海外派遣は上位であっ

た。北九州高専も高専内の順位づけを参考にした方が良い。最終的にこういう国際化によっ

て、どういう資質を身に着けようとしているのか。 
→【白濵教授】具体的な目標としては、国際的な場で議論ができるエンジニアを育てること

である。インターナショナルな場で、例えば技術仕様を決めたり、お互いの要件を擦り合

わせて、新しいものを提案するというのも、これからの高専生に求められると思う。この

ため、学生時代に、何かそのような場を我々が与えてやることが重要だと考えている。ア

イデアソン･ハッカソンという我々の場では、香港、シンガポール、インドネシア、タイと

か、必ず複数の国の混成チームを作って、ディスカッションをさせながら我々の提示した

テーマに対して、アイデアなりプロトタイプを作成して、プレゼンしてということをやっ

ている。 
 

 
2.北九州高専の地域貢献の取り組みについて 
(1)地域への人財定着･地域産業の活性化 

①【則松校長･江口委員代理】北九州高専の先生方が、数多くの市内の中学校にお見えになって

いただいているということに、本当に感謝している。今、多くの中学校では高校や高専の先

生方に、保護者も含めた説明会、出前授業に来ていただいて、得られる効果は絶大だと思う。

ペーパーや画像で紹介するよりも、実際に来ていただいたりとか、実際に見せていただくこ

とが、いかに効果的であるかということを実感している。 
北九州高専志望の生徒たちの最近の動向ですが、27 年度から入試システムを変えられたとい

うことは、私個人的には、受験する生徒の幅が確実に広がったかなと実感している。例えば、

以前は数学や理科が得意な生徒が集まってくる学校というイメージだったが、例えば、数学

や理科はそうでもないけれども 英語力が極めて高い生徒、または技術家庭科の授業がとても

器用にこなしている生徒、また美術の教科がたけている生徒あたりも、強く進学を希望して

くる。また、特に女子生徒の受験者が増えたかなというのは、私個人は実感しており、そう

いう意味では、地域の人材、北九州高専を目指す子どもたちの幅が広がったなと思っている。

大分県別府市に APU という大学があるが、個人的なイメージでは、北九州市内に工業高校と 
APU が合体したような、そういう学びの空間なのかなと思っている。多分、中学生の多くも、
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そういったイメージを持っているのだろうと思う。それが、受験の幅の拡大に直結している

ように感じる。 
②【安部副校長】本校では、北九州市の方ともいろいろな連携をさせてもらっているが、やは

り、北九州市立大生が 25%残るというのは、例えば北九州市立大が県外からたくさん入学し

て残すのと、我々が25%しか残らないというのは、市内の学生を集めて25%しか残らないと、

同じ 25%でもかなり意味合いが変わっていて、やはり入ってくる学生の出身地を考えれば、

もっと増えたほうが良いということになる。学生の中には、地元に残りたいけれども就職先

が見つからないということを言うが、それは学生の情報不足で、いろいろな会社を知らない

ので、もっと地元にこんないい会社があるということを学生の側に伝えて、実際そこに行っ

てみて、非常に居心地がよかったとか、やりたいことがやれそうだといった、本当に学生を

育てるための地域の全体が関わってくるようなシステムをうちの学校でもできれば良いと思

う。 
【福澤副校長】技術コンソーシアム会員企業での、課題解決型インターンシップや、長期の

インターンシップで、学生が実際に企業の現場で一緒に仕事をさせていただくことで、地元

企業に対する学生の思いも向上すると思う。それがきっかけになって、地元定着率が伸びる

ことを期待している。 
③【松尾委員】技術コンソーシアムの活動について教えてほしい。各イベントの学生や先生の

関わり方など。 
→【浜松副校長】会員紹介イベント、専攻科生の公開研究発表会に、学生が参加している。

会員紹介イベントでは、特にこれから就職とか進路を考えていかなくてはいけない学生を

呼び出して、3 年生、4 年生、5 年生、特に 4 年生は必ず来なさいという形で誘っている。

学生が企業の方の技術を一生懸命聞いているという形である。また、教員も参加していま

すので、そこでどういった技術を持っている企業が来ているということも 教員も勉強さ

せてもらって、それをまた持ち帰ることによって、学生へのいろいろなキャリア指導がで

きるということで、こういうイベントをやらせてもらいました。 
→【原田校長】いわゆるリカレント教育のような講座的なものも少し考えている。中小企業

で、今まで身に付けていた技術力で 20 年、30 年が過ごせるという時代ではなくなって

きたと思う。北九州高専が人材を派遣するのは、新入社員からという形になるのだけれど

も、今後は、中堅どころのリカレント教育のようなものが必要なのかもしれない。去年の

7 月にスタートしたので、いろいろな試行錯誤しながら、どんどんチャレンジしていけれ

ばと思っている。 
④【山下新産業振興課長･富高委員代理】いつも北九州市、産業政策上の大事な課題として、生

産年齢人口の減少、それから人手不足というものがある。いろいろな企業に共通する課題と

して、優秀な人材をいかに確保するかというところが、今の、本当に喫緊の課題である。 地
元企業、いろいろな企業がある中で、独自の技術を持っていたり、きらりと光るとんがった

企業とかがたくさんあると思っている。しかしながら、高専教員･学生にとって、地元の企業

の情報が不足していて、結果として地域の外に人材が流出しているのではないかという問題

意識を持っている。そういった中で、産業人材育成フォーラムは、数年前に、産学官で一体

となって設立したものであり、メーン事業はインターンシップとなっている。このような取

り組みも通じて、地元の学生さん、生徒さんを地元に定着させていくということ、それがま

た、ひいては地元の企業さんの技術の高度化にもつながるということで、相乗効果が出るの

ではないかということで、高専さんも、今、KPEC さんの取り組みに一緒に入ってもらって

いる。市のほうも負担金を出して一緒にやっており、引き続きこういった形で、地元企業と

北九州高専や他の学校の橋渡しというような役回りで、一緒になって取り組んでいきたい。 
→【白濵教授】北九州市の人材活用支援事業というものがあり、タイの PIM や、韓国の大

邱とか釜山のほうからの人材を呼んでということをされている。北九州高専のほうでも、

受け入れた学生を一部は技術的なことを協力したいという形でサポートを始めている。さ

らに、今年度はタイの PIM とは MOU を締結した。 
 
⑤【田代同窓会副会長･守塚委員代理】私も就職で地元を出て、U ターン組でこちらに帰ってき

たので、これまでの話はよく理解できる。その中の話で、今の学校の体系というか、いろい

ろなプログラムは、非常に良いと思うし、期待している。我々の会社は中小企業なので、新

入社員をいきなり入れて、一から育てるというところが、会社としても非常に厳しいという

のも事実である。このため今は、インターンシップのほうで、一応 1 人ずつだが、7 年前か

ら協力はさせてもらっている。 それがいきなり入社につながるとは思っていない。ただ、学
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生の方々に、こういう会社もあるんだよということを知ってもらうとか、社会に出る前にい

ろいろな経験をできるだけ積んでいただければと思うし、また、私と同じような感じで、20 
年、30 年先に戻って来たときに、うちの会社のことを少しでも覚えていてくれたらありがた

いなとか、そういった感じの取り組みをしているところですので、今後とも頑張っていただ

きたいと思っている。 
⑥【阪委員】アスカコーポレーションは、これから技術的なことを高専さんと一緒にやってい

こうかなというのがあります。中小企業の会合で、皆さんの話を聞くと、やはりすごく学生

が欲しいんだと。生徒が欲しいから、コンソーシアムなどに入っているという要望がほとん

どである。それを、私は、それは違うよと、やはり学生を育てるのが一番よと。学生は、学校

内で教わることしか知らないだろうけれども、我々起業家として学生を育てる。違う分野か

らいろいろなことを教えてあげるというのが一番大事ではないかということを、今、会員の

皆さんには伝えながら話をしている。私は、稲盛塾で一番好きなのが、相手のことを思って

やれと。相手が良くなることは、 自分も良くなるよという利他の精神でやらなければいけな

いなと。私もおかげで、今、自分のやっている中小企業のいろいろな 40 社くらいまとめて、

毎月勉強会をやっていますが、今 122 回続いているのです。これを県にも認めていただいた。

中小企業で、異業種でこれだけ長く続くところはないと。何かあるはずだということですね。

皆さんが本当に喜んで入っていただいて、喜んでいただいて、ああ、やっぱりこのコンソー

シアムはいいねと。なかなかいいやないかと。学生だけが目的だけではないよと。こういう

考え方もあるよというのを皆さんに分かっていただければありがたいかなと思って、これか

らいろいろなことをやっていきたいなと思っている。私は学生が大好きなので、今、大学の

学生を集めて、月に 1 回、学生だけの交流会をやっている。ここで意外と学生の本音が聞け

て楽しい。そういう学生の意見を聞きながらやっていけたらいいなと思う。 
⑦【松永議長】北九州市も外国人の流入数は 1,000 人以上で、現在 1 万数千人くらい住んでい

る。ところが、なかなかいろいろな難しい問題があって、ほとんどが、実は専門学校レベル

からお仕事されるので、なかなか高度なところにいかない。そういう意味では、高専とか大

学とか、そういう所でうまく絡むと、もう少しレベルアップした人たちを供給できるのでは

ないかと思う。彼らはほとんど就職のために来ているので、多分、留学生の中にも就職した

いと思っている学生がいると思う。学研都市も二百数十名、毎年留学生が卒業していくので

すけれども、 半分も日本で就職できないというか、しない。もう少し留学生をうまく活用で

きるような仕組みというのが必要と思う。 
 
 

３.北九州高専のその他の取り組みについて 
①【松尾委員】教育の核となるカリキュラムの部分の中で、あまり話が出てこなかったので、

何か次の時期の中期目標設定期間の中で、こういうことはやっていかなければいけないとか、

そういったビジョンなどがもしあれば。 
→【福澤副校長】これまで出た話のように、企業の技術者の方にもっと入っていただくとい

うことが必要だと思っている。 また、高等教育の無償化の話と絡めて、実務経験を有する

教員を一定数確保する必要があり、実体験に基づいた講義、より実践的な教育をさらに推

し進める必要があると思う。そのためには、やはり地元の企業の皆様の協力が必要になっ

てくると考えられる。授業全部ではないが、スポット的に講義いただくとかいう機会は、

これから増やしていかなくてはいけないと思う。それが、最終的にはアントレプレナーシ

ップ醸成といったところにもつながっていくと考えている。 
→【松嶋校長補佐】本校、平成 27 年に大規模な、本質的な改組を実施した。1 期生が次年度

5 年生になる。それで、いわゆる PDCA のサイクルのチェックのことをしっかりとやらな

ければいけない。改組により生まれたメリットとデメリットをしっかり検証し、いわゆる 
高専らしさというものを出して、そして、また、時代にマッチングしてきているのかどう 
かしっかり見極めながら、今、問題点を洗い出して、新しいカリキュラム、そこの中で今 
度は実務科教員という話も出ているので、より北九州高専らしさを出していければと考え

ている。 
②【安部副校長】卒業生が、3 年や 5 年で、不適応であるとか、ご家族のことで帰ってくること

がある。その時に、U ターンをするときの情報入手先は、ハローワークだったりする。新卒

者には、全く企業を知らないのでインターンシップという制度があるが、仮に、U ターンの

方がインターンのような形で、一時期雇うとか、そういう取り組みというのは、会社の中に

あるのか。あまり聞いた ことがないので、紹介しようにも紹介できなくて、やはり紙媒体で
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あるとか、担当者との話くらいしかなくて、実際に踏み込んだ会社の雰囲気とか、人間関係

とかまでは分からない状態で、社会人だからそれくらいできるだろうというふうに話はする

のですけれども、なかなかそこが難しいと言って、北九州市自体は子育てしやすい、物価指

数も安い、非常に住みやすいから戻ってきたいけれども、やはり就職とか待遇、会社に合う

かどうか、そういった不安があるということがネックになっている部分もあるので、何かそ

ういった解決策みたいなものがあると、学生にもここに相談に行きなさいとかしやすいので、

もしご存じのことがあったら、教えていただきたい。 
→【山下新産業振興課長･富高委員代理】小倉にもそういった相談窓口をつくっていて、首都

圏でも有楽町の東京事務所に、U･I ターンの相談窓口もある。そこは、窓口にいろいろな

企業さんの情報を入手して、実際にいろいろと検討していただくという段取りで、今、雇

用政策課という所がやっている事業はある。ただ、お試しというところで言うと、「お試し

居住」はあるが、「お試し採用」は分からない。 
→【筒井委員】企業としては、いわゆる U ターン、I ターン説明会みたいなところで、企業

サイドも PR をしたり、説明はしているが、お試しということで企業サイドが受け入れる

ことが今まであったかというと、聞いたことがない。それを考える一つのきっかけが、今

日のお話なのかもしれない。ただし、まだやめていない会社の所属のまま、そういうイン

ターンシップみたいなのは、行けるかと思っても行きにくいと思う。 
→【阪委員】我々は結構、そういうのを受け入れている。勉強会の仲間で 40 社あるので、そ

れぞれの条件を聞いて、大体 30 名くらいそういう U ターン組を受け入れてやっている。

いつでも言ってもらえたら。逆に、企業のほうも 3 カ月くらい様子を見るのはちょうどい

いので、お互いが気に入ったらいいと思う。結構、すごく優秀な大学を出た方が北九州に

帰りたいと。うちの場合は特に、T 社って東芝さん、三菱とか日立とかそんな方が、半導

体の関係で、やはり 40 歳とか 50 歳で帰りたいと。そういうのをうちは、今、引き受けさ

せていただいている。 
③【松尾委員】北九州市立大でも、新卒で出るときは、やはり東京とか関西とかに行きたがる。

それはもう防ぎようがなくて、それはそれでいいかなと思う。やはり地元定着というのはト

ータルで見ないといけなくて、新卒だけの問題ではなくて、今、結局 3 年間で 30%やめると

かいうのがあるが、いったん向こうに行ってしまって戻ってきたい人は結構いる。だから、

そこの U ターンとかそういったことも含めて、地元にどれくらい定着するかということを考

えたほうがいいと思っていて、その辺の仕組みも、何かうまく、今、企業側からご提案があ

ったが、うまくできれば、かなり地元で働いてくれる人が増えるのではないかと思う。 
→【安信教授】2 年間進路指導をしていて、卒業生の問い合わせが決して少なくはない。最

初のうちは、本校の学生はやりたいことで企業を選んでいる。ただやはりいろいろな家の

事情とかで、「先生、正直帰ってきたいんですけれど」という問い合わせは、べらぼうにあ

るわけではないが、決して少なくはない。多分トータルで見れば、結局地元で働いている

方というのは、新卒の時は 10%だが、帰ってきた段階、数年たてば、その数値は上がると

思う。一番問題なのは、そういう時の窓口なりシステムが整備されていないことと思う。

直近の卒業生であれば、まだ学校のほうに人脈があるので、その先生の所のドアをたたく

ことができるのですけれども、これが 10 年とかなったときに、さて誰に、学校側のドア

をたたけばいいのかという不安になる。安部副校長の話をひっくり返せば、学校としての

システム的なものをどう考えていくかという問題になるのではないかと思う。大々的にや

ると、再就職を斡旋しているようになるが、別に卒業生が相談できるような窓口というか、

体制というものが今から必要になってくるのかなと思う。そこにコンソーシアムの方に入

っていただいて、地元の企業とつないで、いろいろな情報交換につなげると。恐らくそう

いうシステム的なものを構築していって、もっと細かいニーズに対応できるような体制が

期待できる。とは言うものの、なかなかそれは正直なところ、口で言うのは簡単で、多分、

相当難しいことではないかと思う。学校の中でキャリア支援室とか、いろいろセクション

はあるが、どうしても新卒中心の対応になりがちで、そこに同窓会とかのいろいろな組織

が入っていく形になるのかなと思うし、そういう方向に持っていきたいなと思う。逆に、

大学も含めて、もしそういう事例というか、システム的なものがあれば、教えていただけ

ればと思う。多分、大学の方が学生がもっと多いので大変なのではないかと思う。今は、

実際のところは、ほぼマンパワーのところでやっている所が、実際として多いのではない

かなと思う。 
 

→【松永議長】現実として、そういう情報が共有できる場所はできていない。ただ、今の北
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九州市がやっておられる動きからすると、ちょっとしたきっかけがあれば、高専とか大学

のそういうキャリア支援の場所と、U ターン、I ターンとかの就職支援をやっておられる

場所の情報共有をすることは、それほど難しくないと私は思っている。と言いながら、数

年間そういうツールはできていない。もう少し工夫をするとか、できればそういう少子化

の状況になっているので、キャリア支援の方と市役所の人たちが 1 回話し合いをする場を

つくって、問題を持ち寄るような機会を考えていただければ、もう少し開けた状況でデー

タを共有できるのではないかという気がする。実は、けさも北九州市と話をしたが、やは

り企業のほうも、 阪委員の所のように情報をオープンにされている所はいいが、決して

そうではなしに、積極的に人を採りたいけれど、採るという状況を整えておられない企業

もたくさんあって、すごく情報が不足している部分もある。そういうところも企業側が変

えていただきたいなというのは、いろいろな所で、例えば商工会議所とかにもそういう話

をしていて、やはり受け入れる側も時代が変わっているので、きちんとした情報を流せる

体制はすごく重要なのに、なかなか北九州の企業は取り組んでおられない所が多くて、そ

れで人が集まらないとかおっしゃっていたりするので、そういうところも含めて一緒に変

えていくところかなという気がしている。 
→【松尾委員】今、キャリアサポーターというのもやっていて、各企業の採用担当の若手の 
方を含めて、いろいろ勉強会のようなことをやっている。今、「採用力」というような言い

方をしているようだが、やはり企業の方も 採用する力を育ててもらえればと思う。そう

いった会がうまく発展的にいけば、中小企業の方はなかなかそういうところに人材を割け

ない部分があるので、比較的大手の企業が入っているが、それをもっと市の中に広げてい

けば良いと思う。今は、企業からのアプローチが、松永議長が言われたように、少し弱い

ところがある。そのため、学生のほうがうまく食いついていけないというところがあるの

で、そこもお互いに考えながらやっていく必要があるかなと思う。 
 

 ◎【議長】それでは、今日、皆様方からいろいろなご意見頂きましたし、意見交換もできて、課題 
も幾つか見えてきたなということもありますので、今日、全てが解決するわけではないですけれ

ども、今回のご意見を生かしていただいて意見を反映していただければと思います。本当にご協

力いただいて、ありがとうございました 
→【校長】お忙しいところお集まりいただきまして、有意義なご意見、あるいはコメント等

を頂きまして、ありがとうございます。 松永議長も仰られたように、今すぐということ

ではないのかもしれないですが、我々が今から取りあえず 5 年間の中期目標に向けて、

いわゆる戦術的な部分、戦略としてはおおよそご説明したようなことで行こうかと考え

ていますけれども、それぞれ個別の戦術については修正しながら、いろいろなご意見取

り入れながらということになるとと思います。本日は、どうもお忙しいところ、いろい

ろご意見頂きまして、ありがとうございました。今後ともよろしくご協力頂ければと思

います。 
 
 

以上 
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平成 30 年度創造教育推進センター活動実績の概要 

 
1.カリキュラム検討－アクティブ・ラーニングの高度化 
� 生産デザイン工学基礎演習ⅠおよびⅡの企画、実施に対する支援 

学生の汎用的能力向上に向けたグループ活動(生産デザイン工学基礎演習Ⅱ)(H30.7/31、H31.2/5) 
生産デザイン工基礎演習Ⅱ 振り返りワークシートのまとめと分析 
生産デザイン工学基礎演習Ⅰ(H31.1/31) 

 
2.授業評価･改善－教育内容の見える化  
� 授業アンケートの実施・分析 

前期科目択一式授業アンケート(H30.7/25～8/10) 
後期通年科目択一式授業アンケート(H31.1/7～1/11) 

� 授業アンケートの方法、内容の改善 
授業アンケートの設問項目の削減、回答選択肢の増補 

� 達成度アンケートの実施・分析 
準学士課程教育目標の具体的達成内容に対する達成度アンケート(本科 1～4 年生対象)(H31.3/13) 
卒業に際しての達成度および満足度アンケート(本科卒業生対象)(H31.3/13～3/19) 
専攻科修了に際してのアンケート(専攻科修了生対象) (H31.3/13～3/19) 

 
5.FD･SD 活動の推進 
� FD 講演会実施(H30.12/19) 
� ｢CTT+準拠基礎研修｣(徳山高専)教員派遣(1 名)(H31.3/14) 

 
6.学外機関との連携－教育のグローバル化 
� 海外協定校（ナンヤンポリテクニック）からの派遣講師による PBL(Problem Based Learning) と

Entrepreneurship の Workshop 企画、実施協力(H30.9/28～10/1) 
 
7.その他センターの管理運営 
� 平成 29 年度活動報告書の作成、報告、審議 
� 平成 30 年度活動に関する年度計画の作成 
� 平成 31 年度予算の要望事項の作成及び提出 

71
-148-



○北九州工業高等専門学校創造教育推進センター規則
 

平成２７年５月２１日　規則第１３号
 
　（設置）
第１条　北九州工業高等専門学校（以下「本校」という。）に能動的学修を支援・推進する組織として、北九州

工業高等専門学校創造教育推進センター（以下「センター」という。）を置く。
　（目的）
第２条　センターは、本校における教育資産の統合とその管理・拡充、組織的カリキュラム・教育内容の改善

（スパイラルアップ）の全学的実施を支援・推進に資することを目的とする。
　（業務）
第３条　センターは、次の各号に掲げる業務を行う。
　（１）学内に蓄積された教材、教授法などの各種教育資産の集約

（２）教育資産と教員団の協同・議論を通じた更なる高度教材、教授法の開発
（３）アクティブ・ラーニング教材の開発・実施の促進及び全学的運用

　（４）その他センターの管理運営に関すること。（北九州工業高等専門学校施設管理運営要項第９条から第１
２条第５項までに規定される事項を除く）

　（部門）
第４条　センターに次に掲げる部門を置く。
　（１）教育の効率化等推進部門

（２）教育の評価・改善部門
（３）教育の外部連携部門

２　センターの各部門に専門的事項を調査研究するため、教育調査室を置くことができる。
　（組織）
第５条　センターに次に掲げる者を置く。
　（１）センター長
　（２）副センター長
　（３）部門長
　（４）その他校長が必要と認める者
　（センター長）
第６条　センター長は、本校の教授・准教授から校長が指名する。
２　センター長は、センターの業務を総括する。
３　センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、センター長に欠員が生じた場合の後任者の任期

は、前任者の残任期間とする。
　（副センター長）
第７条　副センター長は、本校の内外を問わず適任者をセンター長が推薦し、校長が任命する。
２　センター長に事故あるときは、副センター長がその職務を代行する。
３　副センター長は、センター長を補佐し、センターの業務に従事する。

（部門長）
第８条　部門長は、第４条第１項に定める部門ごとに、本校の教授、准教授及び専任講師のうちからセンター長

が推薦し、校長が任命する。
２　部門長の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、部門長に欠員が生じた場合の後任者の任期は、前任者

の残任期間とする。
３　部門長は、センター長の命を受け、各部門の業務に従事する。
　（委員会）
第９条　センターの円滑な運営を図るため、北九州工業高等専門学校創造教育推進センター委員会（以下「委員

会」という。）を置く。
２　委員会の組織及び運営については、別に定める。
　（雑則）
第１０条　この規則に定めるもののほか、センターに関する必要な事項は、別に定める。
 
　　　附　則
　この規則は、平成２７年５月２１日から施行し、平成２７年４月１日から適用する。
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創造教育推進センター設立の経緯、役割及び活動内容について 
(本校 HP より引用) 

 
1.設立の経緯 

平成 27 年 4 月に北九州高専が生産デザイン工学科 1 学科 5 コース体制に改組したことに伴って、平

成 27 年 5 月に学生の能動的学習（アクティブ・ラーニング、Active Learning）の普及、融合・複合教育

の充実、FD（ファカルティ・ディベロップメント、Faculty Development）活動の推進のために創造教育

推進センター（Academic Center for Creative Education and Support Service、略号:ACCESS）を設立

しました。 
 
2.役割 
 創造教育推進センターは、教員間の協同 (Collaboration)、 議論 (Discussion)、集約 (Integration)、 
組織化(Organization)を促進する中心組織として、効果的な教育実践をサポートします。創造教育推進セ

ンターは高度な教育実施体制確立のために、これまで各学科、教科、教員個人レベルで蓄積された教材、

教授法などの各種教育資産を集約し、全学的に共有化します。 
 これらの教育資産と教員間の協同・議論を通じて、更なる高度教材、教授法および学生の能動的な学習

（アクティブラーニング, AL）を促す教材の開発や実践の支援を行います。このような高度化された教育

法の実施と改善に向けた取組みを行うとともに、教職員のスキルアップ支援、教育改善の PDCA サイク

ル（Plan、Do、Check、Action）をまわすことで、本学の効果的な教育実践の推進をサポートします。 
 
3.活動内容 
①  FD（ファカルティ・ディベロップメント）・SD 活動 

FD 研修会(SD 研修会)等の企画、実施  
②  教育資産の開発、集約 

アクティブ･ラーニング(AL)授業および課題解決型学習(PBL)の推進、支援、教材集約 
ICT 活用した教育コンテンツ開発 
授業アンケートの実施･集計･評価  

③ グローバル人材育成のための環境づくり支援 
授業英語化に向けた授業方法の紹介 
国際交流に対する支援 

④ 内･外部への情報発信･波及 
創造教育推進センター通信の発行   
創造教育推進研究会(勉強会)やワークショップの開催   
学外発表など(全国高専フォーラム、ISATE、日本工学教育協会等) 
高専 HP による活動報告 

73
-150-






































































































